
がんばろう！ 熊本！
平成28年熊本地震
新型コロナウイルス感染症
令和2年7月豪雨災害
私たちは忘れない！ 心をひとつに！
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9月定例会9月定例会 令和4年9月定例会は、9月1日（木）から9月22日（木）
まで開催され、条例3件、補正予算11件、請願陳情1件、
承認1件、認定4件を審議しました。

★�上天草市税条例等の一部を改
正する条例の制定について

　地方税法等の一部を改正する法律の
施行による地方税法等の一部改正に伴
い、関係条例の規定を整備するもの。

条例改正条例改正

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
事
業
可
能
性
検
討
業
務
委

託
料
８
０
０
万
円
に
つ
い
て

問 

委
託
先
と
業
務
内
容
は
。

答 

地
域
の
脱
炭
素
化
と
持
続
可
能
な
漁

業
振
興
の
両
立
を
目
指
し
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ

ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業
の
実
現
可
能
性
を
検
討

す
る
も
の
で
、
委
託
先
に
つ
い
て
は
、
補
正

予
算
可
決
後
に
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を

実
施
し
決
定
す
る
予
定
で
す
。

問 

市
内
に
も
実
施
可
能
な
業
者
は
あ
る

の
か
。
ま
た
、
事
業
終
了
後
の
取
組
は
。

答 

県
内
外
に
公
募
を
求
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
事
業
完
了
後
の
取
組
は
、
本
市

独
自
の
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
制
度

を
構
築
す
る
考
え
で
あ
り
、
市
民
お
よ
び
団

体
等
へ
の
活
動
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｊ

ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
て
脱
炭

素
の
取
組
を
推
進
し
、
環
境
保
持
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
金
（
ふ
る
さ
と
融

資
）
3
億
9
千
万
円
に
つ
い
て

問 
貸
付
け
に
至
っ
た
経
緯
と
利
子
負
担

分
に
つ
い
て
、
詳
し
く
説
明
し
て
ほ
し
い
。

答 

昨
年
5
月
に
相
談
が
あ
り
、
市
と
財

団
と
事
業
者
で
の
協
議
を
経
た
後
、
事
業
者

か
ら
の
申
込
み
を
受
け
、
本
市
か
ら
財
団
へ

調
査
検
討
を
依
頼
し
ま
し
た
。
財
団
に
よ
る

審
査
、
現
地
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
経
て
、
本
年

7
月
に
財
団
か
ら
通
知
が
あ
り
今
回
予
算
を

計
上
し
た
も
の
で
す
。
利
息
は
市
の
負
担
で
、

そ
の
う
ち
75
％
が
特
別
交
付
税
措
置
と
な
り

ま
す
。

問 

寄
付
は
昨
年
度
か
ら
募
集
し
て
い
る

が
、
条
例
の
制
定
が
こ
の
時
期
に
な
っ
た
理

由
は
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
寄
付
さ
れ
た
企

業
数
と
金
額
は
。

答 

本
制
度
は
原
則
寄
付
を
受
け
た
年
度

に
事
業
の
財
源
と
し
て
充
て
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
年
度
内
の
事
業
へ
充
当
し
て
き
ま
し
た

が
、
基
金
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
翌
年
度
事

業
へ
の
充
実
を
見
越
し
た
受
入
れ
が
可
能
と

な
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
令
和
4
年
8
月
末

ま
で
の
寄
付
実
績
は
、
3
件
で
２
３
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問 

ど
の
よ
う
な
事
業
に
充
て
ら
れ
る
の

か
。
ま
た
、
寄
付
の
要
件
や
事
業
に
充
て
る

制
約
、
決
ま
り
な
ど
は
あ
る
か
。

答 

総
合
戦
略
に
掲
げ
て
い
る
、
上
天
草

市
が
好
き
に
な
る
事
業
・
行
き
た
く
な
る
事

業
・
働
き
た
く
な
る
事
業
、
こ
の
趣
旨
に

沿
っ
た
事
業
に
充
当
で
き
ま
す
。
ま
た
、
要

件
と
し
て
、
上
天
草
市
以
外
に
本
社
が
あ
る

企
業
の
み
寄
付
で
き
、
寄
付
を
行
う
こ
と
の

代
償
と
し
て
経
済
的
な
利
益
を
供
与
す
る
こ

と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

議案質疑議案質疑

議
案
第
52
号
　
令
和
４
年
度
上
天

草
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７

号
）
に
つ
い
て

議案質疑の動画

★�上天草市まち・ひと・しごと
創生基金条例の制定について

　企業版ふるさと納税による寄付金を
柔軟かつ最大限に活用し、継続的な財
源確保を図るとともに、地域に貢献し
たいという企業の意向への対
応を円滑にするため基金を設
置するもの。

９月９日の議案質疑の一部を要約して掲載します。

議
案
第
50
号
　
上
天
草
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

可
決

可
決
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補正予算（主なもの）補正予算（主なもの）

請願・陳情
件　　　名 提　出　者 結　果

大矢野川流域の豪雨災害対策に関する

陳情

大矢野町松栄会

　会長　浦川　誠二
採択

地域総合整備資金貸付金
（ふるさと融資）� 3億9千万円　
　本貸付金に関し、今後、ふるさと財
団からの調査・検討結果通知を受け、
貸付決定および実行を令和４年度に行
う必要があることから貸付金として本
予算を計上するもの。また、本貸付に
おいては、財源として地方債を活用す
ることとなっており、償還金に係る利
子負担分については、特別交付税に
よって措置される。

天草エアライン運航維持確保
応援金
� 413万9千円　

　天草エアライン（株）の運航に係る
資金不足を防ぎ、経営の安定化を図る
には本年度早急に支援しなければなら
ないことから、熊本県および地元市町
が応援金を交付して経営支援を行うも
の。

AI-OCR及び RPAシステム
業務委託料� 159万6千円　

　AI 等の技術を活用し、提携業務に
係る入力作業の自動化をすることで、
業務の効率化を図り、更なる行政サー
ビスの向上につなげていくもの。AI-
OCRおよび RPAシステムによる入力
作業の自動化等を実現させるため業務
委託を行うもの。

大矢野川現況調査測量業務
委託事業
� 764万3千円　

　国道266号の冠水解消の早期実現
のため、早急に原因の把握を行い、対
策案を検討するため、現地調査および
測量に係る費用を計上するもの。

維和中学校統合に係る学校
指定用品購入補助金

142万円　

　新たに購入する必要が生じた制服等
の購入費を補助することで、保護者の
経済的負担軽減と円滑な統合を図るも
の。

放課後児童クラブ事業
委託料

148万6千円　

　利用料収入が減少すると運営に支障
をきたすことから、令和４年度におい
ても国の子ども子育て支援交付金を活
用し、放課後児童クラブへの財政支援
を行うもの。

10億7,815万2千円を追加10億7,815万2千円を追加
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常
任
委
員
会

議
案
第
50
号
「
上
天
草
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

問 

個
人
の
場
合
は
、
対
象
事
業
に
つ

い
て
具
体
的
な
記
載
が
あ
る
が
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
に
は
な
ぜ
な
い
の
か
。

答 

広
く
寄
附
金
を
募
ら
れ
る
よ
う
、

受
入
れ
に
必
要
な
地
域
再
生
計
画
を
作
成

し
て
お
り
、
上
天
草
市
が
好
き
に
な
る
事

業
・
行
き
た
く
な
る
事
業
・
働
き
た
く
な

る
事
業
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

※�

９
月
議
会
に
お
い
て
文
教
厚
生
常
任
委

員
会
へ
付
託
さ
れ
た
案
件
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

陳
情
第
１
号
「
大
矢
野
川

流
域
の
豪
雨
災
害
対
策
に

関
す
る
陳
情
」

問 

大
矢
野
川
氾
濫
の
原
因
究
明
と
冠

水
防
止
対
策
と
し
て
、
現
在
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

答 

本
定
例
会
に
お
い
て
、
大
矢
野
川

現
況
調
査
測
量
委
託
料
と
土
砂
撤
去
工
事

請
負
費
の
補
正
予
算
を
計
上
し
て
お
り
、

今
後
の
冠
水
対
策
を
含
め
、
原
因
の
特
定

と
対
策
の
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

問 

今
後
、
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
等

の
予
定
は
あ
る
の
か
。

答 

今
回
、
土
砂
撤
去
お
よ
び
調
査
測

量
の
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
れ
ば
、
地
元

の
方
に
現
状
を
説
明
す
る
機
会
と
し
て
、

住
民
説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

議
案
第
52
号
「
令
和
４
年

度
上
天
草
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）」

【
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
事
業
可
能
性
検
討
業

務
委
託
料
８
０
０
万
円
に
つ
い
て
】

問�

ど
の
よ
う
な

種
類
の
海
藻
の
養
殖

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

る
の
か
。

答 

現
在
、
ア
マ
モ

と
い
う
種
類
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

問�

大
矢
野
地
区
や
松
島
地
区
で
の
実

施
と
な
っ
て
い
る
が
、
結
果
次
第
で
は
市

内
全
体
に
波
及
し
て
い
く
予
定
か
。

答 

民
間
事
業
者
が
先
行
し
て
分
布
調

査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
デ
ー
タ
を
基
に

生
育
し
や
す
い
場
所
か
ら
始
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
事
業
を

制
度
化
す
る
た
め
に
は
、
相
応
の
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
力
が
必
要
と
な
る
た
め
、
上
天
草
市

全
域
に
広
げ
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
き

た
い
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

令
和
４
年
９
月
14
日

予
算
決
算
常
任
委
員
会

令
和
４
年
９
月
９
日
、
20
日

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

令
和
４
年
９
月
13
日

　本
会
議
で
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
、
常
任
委
員

会
で
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

（
主
な
も
の
）

▲氾濫時の様子

▲アマモ

経
済
建
設
常
任
委
員
会

令
和
４
年
９
月
12
日

可
決

可
決

採
択
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【
市
道
馬
建
青
年
の
家
1
号
線
用
地
購
入

費
42
万
6
千
円
に
つ
い
て
】

問 

な
ぜ
用
地
購
入
が
必
要
と
な
っ
た

の
か
。

答 

本
路
線
は
千
巌
山
に
続
く
重
要
な

観
光
ル
ー
ト
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
青

年
の
家
等
に
向
か
う
集
団
宿
泊
等
で
の
通

行
も
多
い
路
線
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
急

な
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
が
連
続
し
て
い
る
箇

所
で
あ
り
、
大
型
車
両
の
通
行
は
困
難
を

極
め
、
安
全
性
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る

状
況
で
、
今
回
、
拡
幅
と
い
う
よ
り
、
線

形
を
大
幅
に
見
直
す
計
画
で
進
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
用
地
購
入
の
必
要
が
あ
る
も

の
で
す
。

【
公
用
車
購
入
費
２
６
８
万
9
千
円
に
つ

い
て
】

問 

財
源
は
、
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
の
指
定
寄
付
と
の
こ
と

だ
が
、
申
し
出
の
経
緯
は
。

答 

令
和
3
年
に
、
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
結
成
40
周
年
を
迎
え
、

そ
の
記
念
と
し
て
、
上
天
草
市
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
っ
た
こ

と
か
ら
、
電
気
自
動
車
の
普
及
促
進
に
貢

献
し
た
い
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
で

す
。

【
柳
東
地
区
生
活
排
水
施
設
整
備
事
業

63
万
8
千
円
に
つ
い
て
】

問 

今
回
な
ぜ
補
正
予
算
で
の
計
上
と

な
っ
た
の
か
。

答 

7
月
1
日
付
で
区
長
よ
り
要
望
書

が
提
出
さ
れ
、
現
場
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

緊
急
を
要
す
る
状
況
で
あ
る
と
判
断
さ
れ

た
た
め
で
す
。

【
維
和
中
学
校
統
合
に
係
る
学
校
指
定
用

品
購
入
補
助
金
１
４
２
万
円
に
つ
い
て
】

問 

統
合
先
の
学
校
で
必
要
な
用
品
購

入
に
係
る
補
助
金
だ
が
、
保
護
者
は
ど
の

程
度
の
負
担
に
な
る
の
か
。

答 

令
和
5
年
度
に
統
合
予
定
と
し
て

お
り
、
現
在
の
維
和
中
学
校
の
1
、
2
年

生
に
対
し
、
必
要
な
用
品
購
入
費
の
全
額

を
補
助
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

【
Ａ
Ｒ
ー
Ｏ
Ｃ
Ｒ
及
び
Ｒ
Ｐ
Ａ
シ
ス
テ
ム

業
務
委
託
料
１
５
９
万
６
千
円
に
つ
い
て
】

問 

具
体
的
な
事
業
内
容
と
シ
ス
テ
ム

導
入
に
よ
る
人
的
作
業
時
間
の
削
減
見
込

は
。

答 

１
例
と
し
て
申
し
上
げ
る
と
、
現
在
、

職
員
の
休
暇
管
理
シ
ス
テ
ム
と
勤
怠
管
理

シ
ス
テ
ム
が
別
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
を
排
出
し
突
合
す
る

作
業
を
手
作
業
で
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
使
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
手
作
業
を
省
く
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
年
間
２
３
０
時
間
の
人
的

作
業
の
削
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
大
矢
野
川
堆
積
土
砂
撤
去
工
事
７
６
２

万
１
千
円
に
つ
い
て
】

問 

こ
れ
ま
で
の
土
砂
撤
去
実
績
は
。

あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
つ
行
わ
れ
た
の

か
。
ま
た
、
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
土
砂

撤
去
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
か
。

答 

過
去
２
回
実
施
し
て
お
り
、
１
回

目
は
平
成
24
年
頃
に
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
土
砂
撤
去
の
頻
度
に
つ
い
て

は
、
土
砂
の
流
れ
込
む
量
に
影
響
さ
れ
る

の
で
、
何
年
に
１
回
と
い
う
の
は
回
答
し

に
く
い
で
す
。
今
回
の
土
砂
撤
去
後
、
測

量
等
を
実
施
し
、
土
砂
が
堆
積
し
に
く
い

川
底
の
形
状
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
港
湾
施
設
維
持
管
理
修
繕
５
７
６
万
７

千
円
に
つ
い
て
】

問 

柳
港
区
亀
の
迫
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト

等
の
パ
ッ
キ
ン
取
替
修
繕
は
市
民
の
要
望

に
よ
る
も
の
か
。

答 

こ
れ
ま
で
港
湾
樋
門
の
修
繕
に
つ

い
て
は
、
情
報
提
供
等
を
受
け
、
職
員
が

確
認
を
行
い
、
必
要
が
あ
れ
ば
修
繕
を

行
っ
て
お
り
、
今
回
の
修
繕
に
つ
い
て
も
、

地
区
か
ら
情
報
を
い
た
だ
き
、
内
容
を
精

査
し
た
う
え
で
修
繕
費
用
を
計
上
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

議
案
第
60
号
「
令
和
４

年
度
上
天
草
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）」

問 

分
水
価
格
の
改
定
に
伴
う
受
水
費

の
追
加
と
あ
る
が
、
詳
細
な
説
明
を
。

答 

八
代
生
活
環
境
事
務
組
合
の
議
会

に
お
い
て
、
分
水
価
格
の
改
定
が
議
決
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
追
加
費
用
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

▲維和中学校

可
決
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【
市
道
馬
建
青
年
の
家
1
号
線
用
地
購
入

費
42
万
6
千
円
に
つ
い
て
】

問 

な
ぜ
用
地
購
入
が
必
要
と
な
っ
た

の
か
。

答 

本
路
線
は
千
巌
山
に
続
く
重
要
な

観
光
ル
ー
ト
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
青

年
の
家
等
に
向
か
う
集
団
宿
泊
等
で
の
通

行
も
多
い
路
線
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
急

な
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
が
連
続
し
て
い
る
箇

所
で
あ
り
、
大
型
車
両
の
通
行
は
困
難
を

極
め
、
安
全
性
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る

状
況
で
、
今
回
、
拡
幅
と
い
う
よ
り
、
線

形
を
大
幅
に
見
直
す
計
画
で
進
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
用
地
購
入
の
必
要
が
あ
る
も

の
で
す
。

【
公
用
車
購
入
費
２
６
８
万
9
千
円
に
つ

い
て
】

問 

財
源
は
、
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
の
指
定
寄
付
と
の
こ
と

だ
が
、
申
し
出
の
経
緯
は
。

答 

令
和
3
年
に
、
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
結
成
40
周
年
を
迎
え
、

そ
の
記
念
と
し
て
、
上
天
草
市
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
っ
た
こ

と
か
ら
、
電
気
自
動
車
の
普
及
促
進
に
貢

献
し
た
い
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
で

す
。

【
柳
東
地
区
生
活
排
水
施
設
整
備
事
業

63
万
8
千
円
に
つ
い
て
】

問 

今
回
な
ぜ
補
正
予
算
で
の
計
上
と

な
っ
た
の
か
。

答 

7
月
1
日
付
で
区
長
よ
り
要
望
書

が
提
出
さ
れ
、
現
場
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

緊
急
を
要
す
る
状
況
で
あ
る
と
判
断
さ
れ

た
た
め
で
す
。

【
維
和
中
学
校
統
合
に
係
る
学
校
指
定
用

品
購
入
補
助
金
１
４
２
万
円
に
つ
い
て
】

問 

統
合
先
の
学
校
で
必
要
な
用
品
購

入
に
係
る
補
助
金
だ
が
、
保
護
者
は
ど
の

程
度
の
負
担
に
な
る
の
か
。

答 

令
和
5
年
度
に
統
合
予
定
と
し
て

お
り
、
現
在
の
維
和
中
学
校
の
1
、
2
年

生
に
対
し
、
必
要
な
用
品
購
入
費
の
全
額

を
補
助
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

【
Ａ
Ｒ
ー
Ｏ
Ｃ
Ｒ
及
び
Ｒ
Ｐ
Ａ
シ
ス
テ
ム

業
務
委
託
料
１
５
９
万
６
千
円
に
つ
い
て
】

問 

具
体
的
な
事
業
内
容
と
シ
ス
テ
ム

導
入
に
よ
る
人
的
作
業
時
間
の
削
減
見
込

は
。

答 

１
例
と
し
て
申
し
上
げ
る
と
、
現
在
、

職
員
の
休
暇
管
理
シ
ス
テ
ム
と
勤
怠
管
理

シ
ス
テ
ム
が
別
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
を
排
出
し
突
合
す
る

作
業
を
手
作
業
で
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
使
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
手
作
業
を
省
く
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
年
間
２
３
０
時
間
の
人
的

作
業
の
削
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
大
矢
野
川
堆
積
土
砂
撤
去
工
事
７
６
２

万
１
千
円
に
つ
い
て
】

問 

こ
れ
ま
で
の
土
砂
撤
去
実
績
は
。

あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
つ
行
わ
れ
た
の

か
。
ま
た
、
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
土
砂

撤
去
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
か
。

答 

過
去
２
回
実
施
し
て
お
り
、
１
回

目
は
平
成
24
年
頃
に
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
土
砂
撤
去
の
頻
度
に
つ
い
て

は
、
土
砂
の
流
れ
込
む
量
に
影
響
さ
れ
る

の
で
、
何
年
に
１
回
と
い
う
の
は
回
答
し

に
く
い
で
す
。
今
回
の
土
砂
撤
去
後
、
測

量
等
を
実
施
し
、
土
砂
が
堆
積
し
に
く
い

川
底
の
形
状
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
港
湾
施
設
維
持
管
理
修
繕
５
７
６
万
７

千
円
に
つ
い
て
】

問 

柳
港
区
亀
の
迫
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト

等
の
パ
ッ
キ
ン
取
替
修
繕
は
市
民
の
要
望

に
よ
る
も
の
か
。

答 

こ
れ
ま
で
港
湾
樋
門
の
修
繕
に
つ

い
て
は
、
情
報
提
供
等
を
受
け
、
職
員
が

確
認
を
行
い
、
必
要
が
あ
れ
ば
修
繕
を

行
っ
て
お
り
、
今
回
の
修
繕
に
つ
い
て
も
、

地
区
か
ら
情
報
を
い
た
だ
き
、
内
容
を
精

査
し
た
う
え
で
修
繕
費
用
を
計
上
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

議
案
第
60
号
「
令
和
４

年
度
上
天
草
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）」

問 

分
水
価
格
の
改
定
に
伴
う
受
水
費

の
追
加
と
あ
る
が
、
詳
細
な
説
明
を
。

答 

八
代
生
活
環
境
事
務
組
合
の
議
会

に
お
い
て
、
分
水
価
格
の
改
定
が
議
決
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
追
加
費
用
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

▲維和中学校

可
決
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一般会計など約３００億１６３５万７千円を認定！
　予算決算常任委員会に付託された、令和３年度一般会計、特別会計および企
業会計について審査を行いました。主な審議内容を掲載します。

令和３年度　決算報告

総
務
部
所
管

問 

上
天
草
市
の
公
式
ラ
イ
ン
や
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は
。

答 

ラ
イ
ン
は
、
令
和
3
年
7
月
か
ら
8
か
月

間
で
２
０
０
人
増
加
し
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
、

同
期
間
で
５
０
０
人
ほ
ど
増
加
し
て
い
ま
す
。

問 

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金
で
、
不
用
額

が
30
万
円
ほ
ど
あ
る
が
、
何
件
の
要
望
が
あ
っ

た
の
か
。

答 
4
団
体
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は

そ
の
倍
程
度
を
予
定
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
協
議
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
団
体
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

市
民
生
活
部
所
管

問 

姫
戸
地
域
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
状
況
は
。

答 

現
在
、
空
き
家
活
用
等
に
よ
る
地
域
の

活
性
化
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
耕
作

放
棄
地
で
の
作
物
づ
く
り
や
商
工
会
に
加
入
す

る
な
ど
地
域
住
民
と
積
極
的
に
交
流
さ
れ
て
い

ま
す
。

問 

斎
場
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
収
入
に
自

動
販
売
機
電
気
使
用
料
と
あ
る
が
、
貸
付
け
し

そ
の
収
入
が
入
っ
て
い
る
の
か
。

答 

業
者
が
自
動
販
売
機
を
設
置
し
て
お
り
、

実
績
に
応
じ
た
電
気
使
用
料
が
支
払
わ
れ
て
い

ま
す
。

企
画
政
策
部
所
管

問 

ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の
結
果
お
よ

び
実
施
内
容
と
今
後
の
展
開
は
。

答 

ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
促
進
に
関
す
る
交

流
人
口
拡
大
業
務
委
託
お
よ
び
釣
り
レ
ポ
ー

タ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
講
座
を
実
施
し
、
情
報

誌
と
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
に
釣
り
情
報
を
掲
載
し
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
を
招
し
ょ
う

聘へ
い

し
動
画
を
投
稿
し
ま

し
た
。
結
果
を
踏
ま
え
、
ウ
ェ
ブ
で
の
情
報
発

信
を
強
化
し
、
釣
り
人
の
底
上
げ
と
し
て
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
や
初
心
者
を
対
象
と
し
た
広
報
誌
の

作
成
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
所
管

問 

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
等
補
助
金
の
算
定
基

準
は
。

答 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
20
万
円
、
単
位

ク
ラ
ブ
へ
加
入
者
に
応
じ
て
、
３
万
６
千
円
か

２
万
円
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

【
上
天
草
市
介
護
保
険
特
別
会
計
】

問 

地
域
さ
さ
え
あ
い
活
動
立

ち
上
げ
事
業
補
助
金
の
活
用
状

況
は
。

答 

姫
戸
地
区
の
１
団
体
へ
補

助
金
を
交
付
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
等
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

【
上
天
草
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

問 

特
定
健
診
受
診
率
向
上
に
つ
な
が
っ
た

取
組
は
。

答 

過
去
３
年
間
の
受
診
履
歴
を
基
に
、
Ａ

Ｉ
に
よ
る
解
析
を
踏
ま
え
、
未
受
診
者
の
タ
イ

プ
別
に
応
じ
た
通
知
を
発
送
し
、
健
診
の
勧
奨

を
行
い
ま
し
た
。

教
育
部
所
管

問 

教
員
住
宅
解
体
費
に
つ
い
て
、
解
体
せ
ず
、

公
募
を
行
い
売
却
す
る
方
が
有
益
で
は
な
い
の

か
。

答 
現
在
の
財
産
管
理
に
お
い
て
は
、
建
物

の
利
活
用
を
検
討
後
、
売
却
の
有
無
が
決
定
さ

れ
ま
す
。

問 

大
矢
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
改
修
事
業
に
お
い
て
、
天
然
芝
の
適
切
な

管
理
が
必
要
だ
が
、
今
後
の
計
画
は
。

答 

指
定
管
理
者
と
協
議
を
し
、
適
切
な
管

理
を
実
施
し
ま
す
。
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経
済
振
興
部
所
管

問 

観
光
施
設
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
看
板

の
修
繕
に
つ
い
て
は
、
点
検
の
基
準
等
を
見
直

し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

答 

年
に
１
、２
回
点
検
は
し
て
い
る
が
、
県

の
管
理
や
他
所
管
の
看
板
も
あ
り
ま
す
。
不
具

合
が
あ
れ
ば
、
住
民
等
か
ら
も
連
絡
が
あ
っ
て

お
り
、
修
繕
が
必
要
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
つ

い
て
は
、
直
接
情
報
提
供
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

対
応
で
き
る
部
分
は
あ
り
ま
す
。

建
設
部
所
管

問 

下
水
道
事
業
に
お
け
る
使
用
料
の
未
収

金
の
状
況
お
よ
び
回
収
方
法
は
。

答 

令
和
3
年
度
分
に
お
い
て
は
、
調
定
額

５
２
５
万
４
４
３
５
円
に
対
し
、
回
収
率
99
・

９
％
の
５
２
５
万
１
０
２
１
円
が
納
付
済
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
分
に
つ
い
て
は
、

調
定
額
１
６
４
万
３
１
２
７
円
に
対
し
、

１
１
４
万
３
１
２
７
円
が
未
済
と
な
っ
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
未
済
分
に
つ
い
て
は
、
督
促
状

の
送
付
、
電
話
連
絡
、
個
別
訪
問
等
を
行
い
、

納
入
の
お
願
い
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

上
天
草
総
合
病
院
事
業
会
計

問 

経
営
状
況
に
つ
い
て
、
患
者
数
は
減
少

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
収
入
が
増
加
し

て
い
る
要
因
は
何
か
。

答 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
患
者
の
病
床
を
確

保
し
た
こ
と
に
よ
り
収
入
が
増
加
し
ま
し
た
。

問 

更
な
る
経
営
改
善
の
た
め
に
は
、
医
師

の
確
保
が
重
要
で
は
な
い
か
。

答 

令
和
4
年
度
は
、
新
た
に
3
名
の
医
師

を
確
保
で
き
る
予
定
で
す
。

上
天
草
市
水
道
事
業
会
計

問 

加
入
者
が
減
少
し
て
お
り
、
人
口
も
減

少
し
て
い
く
中
、
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
る

の
か
。

答 

県
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
広
域
化

に
よ
る
包
括
委
託
や
部
分
的
な
業
務
委
託
等
も

視
野
に
、
長
期
的
な
計
画
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

問 

料
金
回
収
率
は
80
％
程
度
で
あ
る
が
、

未
収
金
に
つ
い
て
の
要
因
は
何
か
。

答 

少
額
の
市
外
の
方
が
大
半
を
占
め
て
お

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
影

響
を
受
け
た
方
に
つ
い
て
は
、
納
付
期
間
の
猶

予
も
実
施
し
対
応
し
て
い
ま
す
。

賛 否 表 主な議案などの賛否について、下記のとおり公表します。

（議案名は一部省略しています）

議案
番号

議案名 結果 表決数
北
垣

　洋

井
手
口
隆
光

木
下
文
宣

何
川

　誠

塩
田
真
一

嶋
元
秀
司

田
中
辰
夫

何
川
雅
彦

宮
下
昌
子

西
本
輝
幸

髙
橋

　健

小
西
涼
司

新
宅
靖
司

津
留
和
子

田
中
万
里

桑
原
千
知

陳　情
第１号

大矢野川流域の豪雨災害対策
に関する陳情 採択 14-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

認　定
第１号

令和３年度上天草市歳入歳
出決算の認定について 認定 13-2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

認　定
第２号

令和３年度上天草市水道事
業会計決算の認定について 認定 15-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

認　定
第３号

令和３年度上天草市下水道
事業会計決算の認定につい
て

認定 15-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

認　定
第４号

令和３年度上天草市立上天
草総合病院事業会計決算の
認定について

認定 15-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

〇賛成　●反対　／欠席　－議長は除く



6 2022 上天草市議会だより
kamiamakusa municipal assembly

経
済
振
興
部
所
管

問 
観
光
施
設
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
看
板

の
修
繕
に
つ
い
て
は
、
点
検
の
基
準
等
を
見
直

し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

答 

年
に
１
、２
回
点
検
は
し
て
い
る
が
、
県

の
管
理
や
他
所
管
の
看
板
も
あ
り
ま
す
。
不
具

合
が
あ
れ
ば
、
住
民
等
か
ら
も
連
絡
が
あ
っ
て

お
り
、
修
繕
が
必
要
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
つ

い
て
は
、
直
接
情
報
提
供
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

対
応
で
き
る
部
分
は
あ
り
ま
す
。

建
設
部
所
管

問 

下
水
道
事
業
に
お
け
る
使
用
料
の
未
収

金
の
状
況
お
よ
び
回
収
方
法
は
。

答 

令
和
3
年
度
分
に
お
い
て
は
、
調
定
額

５
２
５
万
４
４
３
５
円
に
対
し
、
回
収
率
99
・

９
％
の
５
２
５
万
１
０
２
１
円
が
納
付
済
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
分
に
つ
い
て
は
、

調
定
額
１
６
４
万
３
１
２
７
円
に
対
し
、

１
１
４
万
３
１
２
７
円
が
未
済
と
な
っ
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
未
済
分
に
つ
い
て
は
、
督
促
状

の
送
付
、
電
話
連
絡
、
個
別
訪
問
等
を
行
い
、

納
入
の
お
願
い
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

上
天
草
総
合
病
院
事
業
会
計

問 

経
営
状
況
に
つ
い
て
、
患
者
数
は
減
少

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
収
入
が
増
加
し

て
い
る
要
因
は
何
か
。

答 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
患
者
の
病
床
を
確

保
し
た
こ
と
に
よ
り
収
入
が
増
加
し
ま
し
た
。

問 

更
な
る
経
営
改
善
の
た
め
に
は
、
医
師

の
確
保
が
重
要
で
は
な
い
か
。

答 

令
和
4
年
度
は
、
新
た
に
3
名
の
医
師

を
確
保
で
き
る
予
定
で
す
。

上
天
草
市
水
道
事
業
会
計

問 

加
入
者
が
減
少
し
て
お
り
、
人
口
も
減

少
し
て
い
く
中
、
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
る

の
か
。

答 

県
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
広
域
化

に
よ
る
包
括
委
託
や
部
分
的
な
業
務
委
託
等
も

視
野
に
、
長
期
的
な
計
画
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

問 

料
金
回
収
率
は
80
％
程
度
で
あ
る
が
、

未
収
金
に
つ
い
て
の
要
因
は
何
か
。

答 

少
額
の
市
外
の
方
が
大
半
を
占
め
て
お

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
影

響
を
受
け
た
方
に
つ
い
て
は
、
納
付
期
間
の
猶

予
も
実
施
し
対
応
し
て
い
ま
す
。

賛 否 表 主な議案などの賛否について、下記のとおり公表します。

（議案名は一部省略しています）

議案
番号

議案名 結果 表決数
北
垣

　洋

井
手
口
隆
光

木
下
文
宣

何
川

　誠

塩
田
真
一

嶋
元
秀
司

田
中
辰
夫

何
川
雅
彦

宮
下
昌
子

西
本
輝
幸

髙
橋

　健

小
西
涼
司

新
宅
靖
司

津
留
和
子

田
中
万
里

桑
原
千
知

陳　情
第１号

大矢野川流域の豪雨災害対策
に関する陳情 採択 14-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

認　定
第１号

令和３年度上天草市歳入歳
出決算の認定について 認定 13-2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

認　定
第２号

令和３年度上天草市水道事
業会計決算の認定について 認定 15-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

認　定
第３号

令和３年度上天草市下水道
事業会計決算の認定につい
て

認定 15-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

認　定
第４号

令和３年度上天草市立上天
草総合病院事業会計決算の
認定について

認定 15-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

〇賛成　●反対　／欠席　－議長は除く
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一般質問

9月定例会では11人の議員が一般質問を行いました。
日程 議員氏名 質問事項

9

　/

　15

井手口隆光
▶ 人づくりについて
▶ 地域づくりについて
▶ 環境づくりについて

西本　輝幸 ▶ 合津地区排水整備事業について

新宅　靖司 ▶ 合津川周辺の河川等の整備と今後の取組みについて

小西　涼司 ▶ 多文化共生の環境づくりについて

何川　雅彦
▶ 大矢野川の氾濫による冠水被害への対策について
▶ 宮津地区将来構想について
▶ 新ごみ処理施設稼働に向けた本市の取組等について

9

　/

　16

北垣　　洋
▶ 鳥獣被害対策について
▶ サイクルツーリズム推進について

田中　辰夫
▶ ３期目を目指す堀江市長について
▶ 13地区のまちづくり委員会について
▶ 松島総合運動公園の施設について

田中　万里

▶ 小学校部活動の社会体育移行後の検証について
▶ 中学校部活動の地域への移行にかかる現状と課題について
▶ 市役所勤務体制のフレックス制度導入について
▶ 部活動指導者に協力する民間企業への波及について

髙橋　　健
▶ 令和４年８月に発生した赤潮への対応・対策について
▶ 令和３年12月議会定例会一般質問で提言した子育て支援策について

9 

/ 

20

塩田　真一
▶ 松島地区清掃センターの中継施設としての利活用について
▶ ごみの減量化について

宮下　昌子
▶ 安倍晋三元首相の国葬について
▶ 公共交通の運行見直しについて
▶ 過疎化・人口減少対策について

一般質問の動画を配信しています！
　次ページからの各議員顔写真横のＱＲコードを読み取ると、一般質問の動画を視聴できます！

●注意（免責）事項●
・配信している映像は本市議会の公式記録ではありません。公式記録は会議録

をご覧ください。
・発言の訂正や取り消しが行われた場合、当該箇所の映像や音声が消去される

場合があります。
・視聴には大量のデータ通信が発生しますので、Wi-Fi 接続や定額通信サービ

ス環境での視聴を推奨します。
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井手口 隆光 議員

西本　輝幸 議員

合津地区排水整備事業についてＱ
Ａ 令和６年度までに工事完了したい

白嶽森林公園の整備計画はＱ
Ａ ジップライン整備後に魅力を検討

井
手
口
　
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
の
整
備

と
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
両
面
を
生

か
し
た
観
光
振
興
が
、
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
継
続
性
の
あ
る
も

の
に
な
る
と
思
う
が
。

経
済
振
興
部
長
　
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン

は
世
界
的
に
も
人
気
が
あ
り
、
単

体
で
も
集
客
能
力
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
さ
ら
に
滞
在
時
間
を
延

ば
し
た
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
多
く

取
り
込
む
た
め
に
は
、
自
然
を

使
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
追
加

な
ど
白
嶽
森
林
公
園
の
全
体
の
魅

力
向
上
が
必
要
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

【
人
づ
く
り
に
つ
い
て
】

井
手
口
　
本
市
で
は
誘
致
企
業
を

含
め
、
多
く
の
企
業
が
も
の
づ
く

り
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
。
現
在
、

主
流
と
な
っ
て
い
る
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ

を
使
え
る
人
材
を
企
業
が
求
め
ら

れ
て
く
る
と
思
う
が
、
本
市
に
お

い
て
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
活
用
す
る
取

組
を
推
進
す
る
考
え
は
な
い
か
。

経
済
振
興
部
長
　
本
市
の
産
業
振

興
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
ス

キ
ル
の
た
め
の
人
材
育
成
は
重
要

と
考
え
て
お
り
、
熊
本
県
産
業
技

術
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て
も
講
習

会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は

参
加
を
促
す
周
知
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
天
草
地
域
雇
用

創
出
協
議
会
へ
も
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
の

講
習
会
を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
部
長
　
児
童
生
徒
の
発
想
力
、

創
造
力
、
表
現
力
が
身
に
つ
く
と

さ
れ
て
お
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

的
思
考
の
育
成
に
有
用
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
講
座
等
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
地
域
学
校
協
働
本
部
に
お

い
て
、
地
域
人
材
の
学
校
活
動
へ

の
参
画
が
進
ん
で
お
り
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
兼
ね
て
、
総
合
的
学
習

の
時
間
を
活
用
し
た
授
業
も
可
能

か
と
考
え
ま
す
。

企
画
政
策
部
長
　
上
天
草
高
校
で

は
、
そ
の
効
果
や
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
た
う
え
で
推
進
し
て
い
く
も
の

と
考
え
ま
す
。
魅
力
向
上
を
図
る

取
組
の
ひ
と
つ
と
し
て
高
校
へ
情

報
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
本
　
旧
松
島
町
か
ら
の
長
年
の

課
題
で
あ
っ
た
、
合
津
地
区
排
水

整
備
事
業
が
平
成
30
年
度
か
ら
計

画
さ
れ
、
本
年
３
月
に
は
下
流
側

の
排
水
路
は
既
に
完
了
し
て
い
る
。

上
流
側
の
工
事
着
手
に
は
至
っ
て

い
な
い
が
、
改
修
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

経
済
振
興
部
長
　
合
津
地
区
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
合
津
地
区
排

水
冠
水
解
消
に
向
け
、
合
津
川
改

修
計
画
と
一
体
的
に
整
備
す
る
も

の
で
、
課
題
の
一
つ
で
あ
り
ま
す

釜
新
田
地
区
の
住
宅
地
や
市
道
、

農
地
の
排
水
改
善
を
目
的
に
、
排

水
路
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
り
、

令
和
６
年
度
ま
で
の
２
か
年
で
工

事
を
完
了
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

西
本
　
下
流
側
の
本
口
地
区
と
上

流
側
の
釜
新
田
地
区
と
接
続
す
る

計
画
の
中
で
流
量
調
整
ゲ
ー
ト
を

設
置
す
る
と
聞
い
た
が
、
維
持
管

理
は
誰
が
す
る
の
か
。

経
済
振
興
部
長
　
流
量
調
整
用
の

ス
ラ
イ
ド
計
画
を
し
て
い
る
が
、

維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
排

水
路
の
供
用
開
始
ま
で
に
地
元
関

係
者
と
協
議
を
行
い
、
維
持
管
理

の
方
法
を
決
め
て
い
く
予
定
で
す
。

西
本
　
合
津
地
区
排
水
整
備
が
完

了
し
、
排
水
路
の
仕
様
を
開
示
す

る
と
、
ア
ロ
マ
裏
の
潮
遊
池
に
流

れ
込
み
ア
ロ
マ
ホ
ー
ル
は
浸
水
す

る
と
思
う
が
、
潮
遊
池
の
雑
木
の

除
去
や
土
砂
の
し
ゅ
ん
せ
つ
が
必

要
か
と
思
う
が
。

経
済
振
興
部
長
　
潮
遊
池
の
堆
積

土
砂
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
ア
ロ

マ
周
辺
流
域
の
面
接
と
比
較
し
、

潮
遊
池
の
面
積
が
極
め
て
少
な
く
、

流
量
調
整
効
果
が
低
い
と
判
断
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
堆
積
土
砂
に

充
て
る
補
助
事
業
も
な
く
、
し
ゅ

ん
せ
つ
土
の
処
分
先
の
確
保
が
難

し
い
た
め
、
堆
積
土
砂
の
撤
去
は
、

容
易
に
実
施
は
出
来
な
い
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

市
長
　
潮
遊
池
の
し
ゅ
ん
せ
つ
が

補
助
対
象
に
な
る
よ
う
に
、
関
係

機
関
に
訴
え
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

▲合津地区排水整備完了後
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井手口 隆光 議員

西本　輝幸 議員

合津地区排水整備事業についてＱ
Ａ 令和６年度までに工事完了したい

白嶽森林公園の整備計画はＱ
Ａ ジップライン整備後に魅力を検討

井
手
口
　
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
の
整
備

と
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
両
面
を
生

か
し
た
観
光
振
興
が
、
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
継
続
性
の
あ
る
も

の
に
な
る
と
思
う
が
。

経
済
振
興
部
長
　
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン

は
世
界
的
に
も
人
気
が
あ
り
、
単

体
で
も
集
客
能
力
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
さ
ら
に
滞
在
時
間
を
延

ば
し
た
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
多
く

取
り
込
む
た
め
に
は
、
自
然
を

使
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
追
加

な
ど
白
嶽
森
林
公
園
の
全
体
の
魅

力
向
上
が
必
要
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

【
人
づ
く
り
に
つ
い
て
】

井
手
口
　
本
市
で
は
誘
致
企
業
を

含
め
、
多
く
の
企
業
が
も
の
づ
く

り
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
。
現
在
、

主
流
と
な
っ
て
い
る
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ

を
使
え
る
人
材
を
企
業
が
求
め
ら

れ
て
く
る
と
思
う
が
、
本
市
に
お

い
て
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
活
用
す
る
取

組
を
推
進
す
る
考
え
は
な
い
か
。

経
済
振
興
部
長
　
本
市
の
産
業
振

興
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
ス

キ
ル
の
た
め
の
人
材
育
成
は
重
要

と
考
え
て
お
り
、
熊
本
県
産
業
技

術
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て
も
講
習

会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は

参
加
を
促
す
周
知
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
天
草
地
域
雇
用

創
出
協
議
会
へ
も
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
の

講
習
会
を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
部
長
　
児
童
生
徒
の
発
想
力
、

創
造
力
、
表
現
力
が
身
に
つ
く
と

さ
れ
て
お
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

的
思
考
の
育
成
に
有
用
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
講
座
等
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
地
域
学
校
協
働
本
部
に
お

い
て
、
地
域
人
材
の
学
校
活
動
へ

の
参
画
が
進
ん
で
お
り
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
兼
ね
て
、
総
合
的
学
習

の
時
間
を
活
用
し
た
授
業
も
可
能

か
と
考
え
ま
す
。

企
画
政
策
部
長
　
上
天
草
高
校
で

は
、
そ
の
効
果
や
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
た
う
え
で
推
進
し
て
い
く
も
の

と
考
え
ま
す
。
魅
力
向
上
を
図
る

取
組
の
ひ
と
つ
と
し
て
高
校
へ
情

報
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
本
　
旧
松
島
町
か
ら
の
長
年
の

課
題
で
あ
っ
た
、
合
津
地
区
排
水

整
備
事
業
が
平
成
30
年
度
か
ら
計

画
さ
れ
、
本
年
３
月
に
は
下
流
側

の
排
水
路
は
既
に
完
了
し
て
い
る
。

上
流
側
の
工
事
着
手
に
は
至
っ
て

い
な
い
が
、
改
修
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

経
済
振
興
部
長
　
合
津
地
区
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
合
津
地
区
排

水
冠
水
解
消
に
向
け
、
合
津
川
改

修
計
画
と
一
体
的
に
整
備
す
る
も

の
で
、
課
題
の
一
つ
で
あ
り
ま
す

釜
新
田
地
区
の
住
宅
地
や
市
道
、

農
地
の
排
水
改
善
を
目
的
に
、
排

水
路
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
り
、

令
和
６
年
度
ま
で
の
２
か
年
で
工

事
を
完
了
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

西
本
　
下
流
側
の
本
口
地
区
と
上

流
側
の
釜
新
田
地
区
と
接
続
す
る

計
画
の
中
で
流
量
調
整
ゲ
ー
ト
を

設
置
す
る
と
聞
い
た
が
、
維
持
管

理
は
誰
が
す
る
の
か
。

経
済
振
興
部
長
　
流
量
調
整
用
の

ス
ラ
イ
ド
計
画
を
し
て
い
る
が
、

維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
排

水
路
の
供
用
開
始
ま
で
に
地
元
関

係
者
と
協
議
を
行
い
、
維
持
管
理

の
方
法
を
決
め
て
い
く
予
定
で
す
。

西
本
　
合
津
地
区
排
水
整
備
が
完

了
し
、
排
水
路
の
仕
様
を
開
示
す

る
と
、
ア
ロ
マ
裏
の
潮
遊
池
に
流

れ
込
み
ア
ロ
マ
ホ
ー
ル
は
浸
水
す

る
と
思
う
が
、
潮
遊
池
の
雑
木
の

除
去
や
土
砂
の
し
ゅ
ん
せ
つ
が
必

要
か
と
思
う
が
。

経
済
振
興
部
長
　
潮
遊
池
の
堆
積

土
砂
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
ア
ロ

マ
周
辺
流
域
の
面
接
と
比
較
し
、

潮
遊
池
の
面
積
が
極
め
て
少
な
く
、

流
量
調
整
効
果
が
低
い
と
判
断
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
堆
積
土
砂
に

充
て
る
補
助
事
業
も
な
く
、
し
ゅ

ん
せ
つ
土
の
処
分
先
の
確
保
が
難

し
い
た
め
、
堆
積
土
砂
の
撤
去
は
、

容
易
に
実
施
は
出
来
な
い
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

市
長
　
潮
遊
池
の
し
ゅ
ん
せ
つ
が

補
助
対
象
に
な
る
よ
う
に
、
関
係

機
関
に
訴
え
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

▲合津地区排水整備完了後
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新宅　靖司 議員

アロマ周辺地域を市が取得し再開
発できないかＱ
Ａ 優先すべきは、合津川の防災
対応能力の向上

小
西
　
本
市
の
外
国
人
居
住
者
数

と
技
能
実
習
生
の
数
は
何
人
か
。

市
民
生
活
部
長
　
令
和
４
年
８
月

31
日
現
在
、
外
国
人
居
住
者
数
は

１
２
１
人
、
そ
の
中
で
技
能
実
習

生
が
58
人
で
す
。

小
西
　
本
市
で
暮
ら
す
外
国
籍
の

方
々
に
困
り
ご
と
が
発
生
し
た
場

合
、
相
談
を
受
け
る
窓
口
は
あ
る

の
か
。

市
民
生
活
部
長
　
外
国
人
を
対
象

と
し
た
相
談
窓
口
は
開
設
し
て
い

ま
せ
ん
。

小
西
　
高
齢
化
・
過
疎
化
が
進
む

中
、
様
々
な
産
業
に
お
い
て
、
外

国
籍
の
方
々
の
労
働
力
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
人
手
不
足
等
に
よ
り
外
国

人
実
習
生
の
受
入
れ
が
さ
ら
に
増

加
し
て
い
く
の
で
は
と
考
え
る
。

実
習
生
側
か
ら
す
れ
ば
、
居
住
地

を
決
め
る
う
え
で
は
、
市
の
対
応

は
大
き
な
要
素
に
な
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
中
、
多
文
化
共
生
の
推

進
を
目
指
し
た
取
組
が
本
市
に
は

あ
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
県
が
外
国
人
の

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
作
成

し
て
い
る
、
熊
本
県
生
活
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
市
役
所
に
来
ら
れ
た
外

国
人
の
方
に
配
布
す
る
こ
と
以
外

取
組
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

小
西
　
本
市
に
居
住
す
る
外
国
籍

労
働
者
の
受
入
れ
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
強
化
の
体
制
に
取
り

組
む
考
え
は
あ
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
本
市
の
在
留
外

国
人
比
率
の
増
加
、
市
民
か
ら
の

相
談
が
増
え
る
場
合
に
備
え
て
、

関
係
課
お
よ
び
上
天
草
警
察
署
な

ど
関
係
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら

多
文
化
共
生
を
目
指
し
た
取
組
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
長
　
労
働
力
の
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
状
況
の
中
で
、
外
国
人

労
働
力
に
対
し
て
の
期
待
は
高

ま
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
の
増
加
に
伴
い
、
地
元
の

方
々
と
の
共
生
の
在
り
方
は
、
行

政
と
し
て
は
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
う
い
っ

た
窓
口
の
設
置
や
対
応
は
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小西　涼司 議員

外国人居住者の相談窓口はあるのかＱ
Ａ 多文化共生を目指した取組を検
討する

新
宅
　
今
、
事
業
を
進
め
て
い
る

合
津
地
区
排
水
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
旧
道
路
沿
い
の
浸
水
に
対

し
て
は
効
果
が
あ
る
も
の
と
思
っ

て
い
る
。
現
在
、
県
が
策
定
中
の

合
津
川
整
備
計
画
の
進
捗
状
況
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。

建
設
部
長
　
昨
年
の
９
月
に
地
元

区
長
へ
の
説
明
会
が
実
施
さ
れ
、

地
形
測
量
、
河
川
整
備
概
略
設
計

お
よ
び
地
質
調
査
を
実
施
し
、
国

と
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
中
流
域
に
遊
水
池
を
併
用
し
た

整
備
を
検
討
し
て
い
る
説
明
で
あ

り
ま
し
た
が
、
治
水
効
果
が
見
込

め
な
い
な
ど
の
問
題
で
、
現
在
、

下
流
域
か
ら
の
河
道
拡
幅
で
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
宅
　
県
が
行
う
河
川
整
備
計
画

と
並
行
し
て
、
周
辺
地
域
の
再
開

発
計
画
の
策
定
お
よ
び
用
地
買
収

を
見
据
え
た
土
地
開
発
公
社
の
設

立
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。
河

川
お
よ
び
再
開
発
用
地
と
し
て
、

早
期
か
つ
計
画
的
に
土
地
の
取
得

は
も
と
よ
り
、
市
が
行
う
事
業
に

つ
い
て
造
成
も
可
能
と
な
る
こ
と

か
ら
、
速
や
か
に
着
工
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
大
幅
な
事
業
期

間
の
短
縮
に
つ
な
が
る
が
。

市
長
　
優
先
す
べ
き
は
、
合
津
川

の
防
災
対
応
能
力
の
向
上
で
す
。

農
振
地
域
で
あ
り
、
排
水
機
場
の

維
持
管
理
に
も
影
響
し
ま
す
の
で
、

順
序
を
追
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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何川　雅彦 議員

北垣　　洋 議員

鳥獣対策活動に支障が出て来ると
思うが、対策を講じていく考えはＱ
Ａ 銃弾などの活動経費の支援を
検討している

中継処理施設における生ごみ減量
化の対策はＱ
Ａ ダストドラム処理方式により圧
縮率50％となる

【
新
ご
み
処
理
施
設
稼
働
後
の
取

組
に
つ
い
て
】

何
川
　
8
月
の
広
域
連
合
議
会
に

お
い
て
、
管
外
か
ら
の
ご
み
持
込

み
料
金
が
ト
ン
当
た
り
50
円
で
あ

り
格
安
で
あ
る
た
め
、
ご
み
減
量

化
を
妨
げ
て
い
る
。
他
市
で
は

2
5
0
円
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。

市
外
か
ら
の
持
ち
込
み
に
対
す
る

対
策
は
。

市
民
生
活
部
長
　
中
継
処
理
施
設

は
本
市
の
施
設
と
な
り
、
市
民
の

利
用
料
金
と
同
額
で
は
扱
え
な
い

も
の
と
し
て
、
管
外
か
ら
の
ご
み

持
込
み
に
係
る
料
金
体
制
に
つ
い

て
は
今
後
、
慎
重
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

【
大
矢
野
川
の
氾
濫
に
よ
る
冠
水

被
害
対
策
】

何
川
　
大
矢
野
川
流
域
の
冠
水
被

害
を
根
本
的
に
解
決
す
る
た
め
に

は
、
一
定
の
期
間
、
大
規
模
な
予

算
が
必
要
と
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

川
の
氾
濫
を
引
き
起
こ
す
要
因
が

複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
を
活

用
す
る
な
ど
研
究
が
不
可
欠
に
な

る
と
考
え
る
。
今
後
、
財
源
の
問

題
を
、
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い

く
の
か
。

経
済
振
興
部
長
　
最
近
の
農
業
生

産
の
減
少
に
よ
り
、
農
業
関
係
国

庫
補
助
金
の
採
択
基
準
を
満
た
す

こ
と
が
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
今

後
は
、
河
川
の
用
途
変
更
や
国
へ

の
財
源
確
保
の
た
め
の
要
望
活
動

な
ど
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
大
矢
野
道
路
延
伸
後
を
見
据
え

た
宮
津
地
区
の
将
来
に
つ
い
て
】

何
川
　
熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
完

成
後
、
眼
前
に
広
が
る
宮
津
エ
リ

ア
の
賑
わ
い
に
目
を
留
め
、
高
揚

感
を
抱
き
、
各
施
設
を
訪
問
す
る
。

そ
ん
な
未
来
予
想
図
を
描
く
た
め

に
は
、
無
機
質
な
形
に
と
ら
わ
れ

な
い
宮
津
エ
リ
ア
を
象
徴
す
る
連

絡
橋
の
設
置
は
必
要
な
事
業
だ
と

思
う
が
、
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
は
。

企
画
政
策
部
長
　
現
状
で
は
、
交

通
量
な
ど
の
基
準
を
満
た
さ
ず
、

道
路
管
理
者
（
熊
本
県
）
に
よ
る

歩
道
橋
等
の
設
置
が
出
来
な
い
た

め
、
市
が
連
絡
橋
と
し
て
設
置
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

財
源
や
設
置
後
の
維
持
管
理
コ
ス

ト
な
ど
費
用
対
効
果
を
含
め
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
】

北
垣
　
カ
ラ
ス
等
の
鳥
類
は
、
市

か
ら
猟
友
会
等
に
依
頼
が
あ
っ
た

場
合
、
1
匹
当
た
り
の
報
酬
・
補

助
が
な
い
た
め
無
償
で
の
活
動
で

あ
る
が
、
今
後
、
カ
モ
等
の
被
害

が
増
加
し
、
依
頼
が
増
え
た
場
合
、

活
動
に
支
障
が
出
て
く
る
と
思
う

が
、
対
策
を
講
じ
て
い
く
考
え
は
。

経
済
振
興
部
長
　
本
市
に
お
い
て

も
令
和
2
年
度
か
ら
令
和
3
年
度

に
か
け
て
、
カ
モ
に
よ
る
被
害
が

増
え
て
い
ま
す
。
本
年
8
月
に
、

熊
本
県
主
催
で
カ
モ
対
策
研
修
会

が
開
か
れ
、
音
、
光
を
活
用
し
た

追
い
払
い
対
策
、
罠
や
銃
に
よ
る

捕
獲
対
策
に
組
み
合
わ
せ
、
餌
場

を
整
備
し
て
圃
場
と
餌
場
を
分
離

す
る
説
明
が
さ
れ
た
が
、
絶
大
な

効
果
を
上
げ
る
対
策
は
難
し
い
と

の
事
で
す
。
本
市
と
し
て
も
、
農

地
保
全
活
動
に
よ
る
対
策
と
熊
本

県
猟
友
会
上
天
草
支
部
に
よ
る
捕

獲
活
動
に
よ
り
、
被
害
の
軽
減
を

図
る
た
め
国
庫
補
助
等
を
活
用
し
、

銃
弾
な
ど
の
活
動
経
費
の
支
援
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

【
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に

つ
い
て
】

北
垣
　
地
域
の
協
力
理
解
を
得
る

た
め
に
も
、
市
民
に
も
サ
イ
ク
リ

ン
グ
の
良
さ
を
発
信
し
、
体
験
し

て
も
ら
う
事
が
重
要
と
考
え
る
が
、

そ
う
し
た
取
り
組
み
は
出
来
な
い

か
。
ま
た
、
更
な
る
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
図
る
た
め

に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け

入
れ
の
考
え
は
。

経
済
振
興
部
長
　
サ
イ
ク
リ
ス
ト

に
と
っ
て
訪
れ
や
す
い
地
域
と
思

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
事
が

重
要
で
あ
り
、
自
転
車
に
乗
ら
な

い
方
に
理
解
を
求
め
る
取
組
も
今

後
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
に
つ
き

ま
し
て
は
、
検
討
も
行
っ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
現
在
任
用
し
て
い
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
ア
ウ
ト
ド

ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
目
的
で
あ

り
、
そ
の
中
に
含
め
た
活
動
も
想

定
可
能
と
し
て
い
た
た
め
、
本
年

中
に
新
た
な
任
用
す
る
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
現
在
の
協

力
隊
の
活
動
は
、
キ
ャ
ン
プ
等
の

ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
に
注
力
さ
れ
て

い
る
事
か
ら
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
特
化
し
た
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
検
討
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

▲８月には天草広域連合議会で
初めての一般質問を行い、上天
草市のごみ処理に関する見解を
質問した。
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何川　雅彦 議員

北垣　　洋 議員

鳥獣対策活動に支障が出て来ると
思うが、対策を講じていく考えはＱ
Ａ 銃弾などの活動経費の支援を
検討している

中継処理施設における生ごみ減量
化の対策はＱ
Ａ ダストドラム処理方式により圧
縮率50％となる

【
新
ご
み
処
理
施
設
稼
働
後
の
取

組
に
つ
い
て
】

何
川
　
8
月
の
広
域
連
合
議
会
に

お
い
て
、
管
外
か
ら
の
ご
み
持
込

み
料
金
が
ト
ン
当
た
り
50
円
で
あ

り
格
安
で
あ
る
た
め
、
ご
み
減
量

化
を
妨
げ
て
い
る
。
他
市
で
は

2
5
0
円
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。

市
外
か
ら
の
持
ち
込
み
に
対
す
る

対
策
は
。

市
民
生
活
部
長
　
中
継
処
理
施
設

は
本
市
の
施
設
と
な
り
、
市
民
の

利
用
料
金
と
同
額
で
は
扱
え
な
い

も
の
と
し
て
、
管
外
か
ら
の
ご
み

持
込
み
に
係
る
料
金
体
制
に
つ
い

て
は
今
後
、
慎
重
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

【
大
矢
野
川
の
氾
濫
に
よ
る
冠
水

被
害
対
策
】

何
川
　
大
矢
野
川
流
域
の
冠
水
被

害
を
根
本
的
に
解
決
す
る
た
め
に

は
、
一
定
の
期
間
、
大
規
模
な
予

算
が
必
要
と
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

川
の
氾
濫
を
引
き
起
こ
す
要
因
が

複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
を
活

用
す
る
な
ど
研
究
が
不
可
欠
に
な

る
と
考
え
る
。
今
後
、
財
源
の
問

題
を
、
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い

く
の
か
。

経
済
振
興
部
長
　
最
近
の
農
業
生

産
の
減
少
に
よ
り
、
農
業
関
係
国

庫
補
助
金
の
採
択
基
準
を
満
た
す

こ
と
が
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
今

後
は
、
河
川
の
用
途
変
更
や
国
へ

の
財
源
確
保
の
た
め
の
要
望
活
動

な
ど
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
大
矢
野
道
路
延
伸
後
を
見
据
え

た
宮
津
地
区
の
将
来
に
つ
い
て
】

何
川
　
熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
完

成
後
、
眼
前
に
広
が
る
宮
津
エ
リ

ア
の
賑
わ
い
に
目
を
留
め
、
高
揚

感
を
抱
き
、
各
施
設
を
訪
問
す
る
。

そ
ん
な
未
来
予
想
図
を
描
く
た
め

に
は
、
無
機
質
な
形
に
と
ら
わ
れ

な
い
宮
津
エ
リ
ア
を
象
徴
す
る
連

絡
橋
の
設
置
は
必
要
な
事
業
だ
と

思
う
が
、
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
は
。

企
画
政
策
部
長
　
現
状
で
は
、
交

通
量
な
ど
の
基
準
を
満
た
さ
ず
、

道
路
管
理
者
（
熊
本
県
）
に
よ
る

歩
道
橋
等
の
設
置
が
出
来
な
い
た

め
、
市
が
連
絡
橋
と
し
て
設
置
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

財
源
や
設
置
後
の
維
持
管
理
コ
ス

ト
な
ど
費
用
対
効
果
を
含
め
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
】

北
垣
　
カ
ラ
ス
等
の
鳥
類
は
、
市

か
ら
猟
友
会
等
に
依
頼
が
あ
っ
た

場
合
、
1
匹
当
た
り
の
報
酬
・
補

助
が
な
い
た
め
無
償
で
の
活
動
で

あ
る
が
、
今
後
、
カ
モ
等
の
被
害

が
増
加
し
、
依
頼
が
増
え
た
場
合
、

活
動
に
支
障
が
出
て
く
る
と
思
う

が
、
対
策
を
講
じ
て
い
く
考
え
は
。

経
済
振
興
部
長
　
本
市
に
お
い
て

も
令
和
2
年
度
か
ら
令
和
3
年
度

に
か
け
て
、
カ
モ
に
よ
る
被
害
が

増
え
て
い
ま
す
。
本
年
8
月
に
、

熊
本
県
主
催
で
カ
モ
対
策
研
修
会

が
開
か
れ
、
音
、
光
を
活
用
し
た

追
い
払
い
対
策
、
罠
や
銃
に
よ
る

捕
獲
対
策
に
組
み
合
わ
せ
、
餌
場

を
整
備
し
て
圃
場
と
餌
場
を
分
離

す
る
説
明
が
さ
れ
た
が
、
絶
大
な

効
果
を
上
げ
る
対
策
は
難
し
い
と

の
事
で
す
。
本
市
と
し
て
も
、
農

地
保
全
活
動
に
よ
る
対
策
と
熊
本

県
猟
友
会
上
天
草
支
部
に
よ
る
捕

獲
活
動
に
よ
り
、
被
害
の
軽
減
を

図
る
た
め
国
庫
補
助
等
を
活
用
し
、

銃
弾
な
ど
の
活
動
経
費
の
支
援
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

【
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に

つ
い
て
】

北
垣
　
地
域
の
協
力
理
解
を
得
る

た
め
に
も
、
市
民
に
も
サ
イ
ク
リ

ン
グ
の
良
さ
を
発
信
し
、
体
験
し

て
も
ら
う
事
が
重
要
と
考
え
る
が
、

そ
う
し
た
取
り
組
み
は
出
来
な
い

か
。
ま
た
、
更
な
る
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
図
る
た
め

に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け

入
れ
の
考
え
は
。

経
済
振
興
部
長
　
サ
イ
ク
リ
ス
ト

に
と
っ
て
訪
れ
や
す
い
地
域
と
思

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
事
が

重
要
で
あ
り
、
自
転
車
に
乗
ら
な

い
方
に
理
解
を
求
め
る
取
組
も
今

後
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
に
つ
き

ま
し
て
は
、
検
討
も
行
っ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
現
在
任
用
し
て
い
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
ア
ウ
ト
ド

ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
目
的
で
あ

り
、
そ
の
中
に
含
め
た
活
動
も
想

定
可
能
と
し
て
い
た
た
め
、
本
年

中
に
新
た
な
任
用
す
る
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
現
在
の
協

力
隊
の
活
動
は
、
キ
ャ
ン
プ
等
の

ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
に
注
力
さ
れ
て

い
る
事
か
ら
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
特
化
し
た
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
検
討
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

▲８月には天草広域連合議会で
初めての一般質問を行い、上天
草市のごみ処理に関する見解を
質問した。
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田中　辰夫 議員

【
３
期
目
を
目
指
す
堀
江
市
長
に

つ
い
て
】

田
中
　
旧
姫
戸
町
・
旧
龍
ヶ
岳
町

の
持
続
可
能
な
地
域
振
興
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長
　
こ
の
地
域
の
歴
史
を
見
ま

す
と
、
や
は
り
上
天
草
総
合
病
院

と
ヤ
マ
ハ
天
草
製
造
の
雇
用
が
大

き
な
核
と
な
っ
て
育
っ
て
き
た
場

所
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

事
業
継
続
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
な

環
境
と
、
行
政
と
し
て
で
き
る
支

援
を
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
天
草
大
水
害
か
ら
約
50

年
近
く
な
り
、
公
営
住
宅
が
老
朽

化
し
て
き
て
い
る
中
、
集
団
移
転

団
地
を
ど
う
再
生
し
て
い
く
か
が
、

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
だ
と
思

い
ま
す
。

【
13
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

に
つ
い
て
】

田
中
　
補
助
金
の
交
付
に
よ
っ
て
、

各
地
区
で
事
業
が
実
施
さ
れ
た
施

設
の
老
朽
化
お
よ
び
劣
化
が
著
し

く
、
住
民
の
力
だ
け
で
は
ど
う
し

よ
う
も
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
下
を
市
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
地
域
活
力
の
維

持
・
活
性
化
に
向
け
た
取
組
を
行

う
地
域
団
体
な
ど
に
対
し
ま
し
て
、

事
業
立
ち
上
げ
や
事
業
拡
充
な
ど

を
支
援
す
る
、
ま
ち
づ
く
り
事
業

推
進
助
成
金
制
度
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
活
用
を

促
し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
松
島
総
合
運
動
公
園
の
施
設
に

つ
い
て
】

田
中
　
松
島
総
合
運
動
公
園
施
設

の
今
後
の
整
備
計
画
は
。

教
育
部
長
　
令
和
４
年
度
か
ら
、

ナ
イ
タ
ー
照
明
改
修
事
業
で
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
お
よ
び
野
球
場
と
も
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け
着
手
し
て
お
り
、

今
年
度
は
設
計
業
務
を
、
令
和
５

年
度
に
は
、
施
設
改
修
工
事
を
行

う
予
定
で
す
。

田
中
　
本
年
の
県
民
体
育
祭
は
、

台
風
接
近
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
。

残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、

選
手
・
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
今

後
も
健
康
に
留
意
さ
れ
て
頑
張
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

▲上天草総合病院

今後の持続可能な地域振興についてＱ
Ａ 地方発展のバロメーターは
一次産業である

田中　万里 議員

中学校運動部活動の地域移行についてＱ
Ａ 地域住民や保護者、地域団体と
連携は不可欠である

田
中
　
中
学
校
運
動
部
活
動
の
地

域
移
行
に
伴
い
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
は

指
導
者
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

と
し
て
い
る
が
、
市
の
見
解
は
。

教
育
部
長
　
現
在
部
活
動
は
、
競

技
経
験
の
な
い
教
師
が
指
導
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
等
、
指

導
者
不
足
の
状
況
で
す
。
国
・
県

か
ら
の
具
体
的
な
対
応
方
針
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
今
後
示
さ
れ
る
た

め
、
現
時
点
で
具
体
的
な
説
明
は

困
難
で
す
が
、
地
域
や
保
護
者
、

教
職
員
を
想
定
し
た
指
導
者
バ
ン

ク
の
設
立
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
競
技
経
験
者
や
資
格
を
有
す

る
指
導
者
を
確
保
す
る
こ
と
が
理

想
で
す
が
、
未
経
験
者
や
資
格
の

な
い
方
も
、
講
習
会
を
受
講
し
て

も
ら
う
等
で
指
導
者
不
足
の
解
消

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

田
中
　
生
徒
が
継
続
的
に
意
識
・

意
欲
を
保
持
し
続
け
、
移
行
す
る

に
は
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
対

策
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
市
の
見

解
は
。

教
育
部
長
　
地
域
住
民
や
保
護
者

の
協
力
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と

の
連
携
は
不
可
欠
で
、
公
共
、
地

域
、
保
護
者
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等

か
ら
成
る
協
議
体
を
設
置
し
、
学

校
部
活
動
、
指
導
者
、
ス
ポ
ー
ツ

団
体
等
の
状
況
を
考
慮
し
た
検
討

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

技
術
指
導
だ
け
で
な
く
活
動
自
体

の
管
理
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
ケ
ガ
の
補
償
、
指
導
者
の
育

成
や
身
分
保
障
等
、
特
に
費
用
負

担
に
つ
い
て
の
課
題
は
多
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

田
中
　
小
学
校
の
部
活
動
移
行
時

に
は
い
く
つ
か
の
課
題
が
残
っ
た

が
、
そ
の
反
省
を
踏
ま
え
、
中
学

校
の
部
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
移
行

す
る
た
め
に
も
、
今
か
ら
し
っ
か

り
と
考
え
て
お
く
べ
き
だ
と
思
う
。

様
々
な
指
導
者
と
し
て
体
験
さ
れ

た
教
育
長
に
見
解
を
伺
う
。

教
育
長
　
多
く
の
方
が
中
学
校
の

部
活
動
移
行
を
不
安
に
感
じ
て
お

ら
れ
る
の
は
、
よ
く
分
か
り
ま
す
。

令
和
8
年
に
は
、
完
全
移
行
と
な

り
ま
す
の
で
、
こ
の
3
年
間
で
、

い
か
に
外
部
指
導
者
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
か
が
大
き
な
課
題
で

す
。
県
民
体
育
祭
で
は
、
本
市
か

ら
25
種
目
、
約
3
0
0
人
と
い
う

多
く
の
方
が
出
場
予
定
で
し
た
。

そ
こ
で
、
地
域
で
地
域
の
生
徒
た

ち
を
育
て
て
い
く
ん
だ
と
い
う
認

識
の
も
と
、
せ
め
て
出
場
予
定
者

の
1
割
か
ら
2
割
程
度
の
方
に
指

導
者
と
し
て
協
力
い
た
だ
け
れ
ば

と
感
じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
協
力
し
た
い
と
い
う
人

が
増
え
、
併
せ
て
社
会
全
体
が
外

部
指
導
者
に
対
し
、
感
謝
の
気
持

ち
を
持
つ
等
、
大
人
か
ら
意
識
を

変
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
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新ごみ処理施設稼働後のごみ処理
費用はＱ
Ａ 年間3億8,858万3千円を試算
しています

赤潮の被害状況および上天草市の対応はＱ
Ａ 甚大な被害があって、速やかに対応をしなけ

ればならない。県や国と協議を進めている
髙
橋
　
赤
潮
の
被
害
を
受
け
た
業

者
の
件
数
並
び
に
被
害
額
は
。

経
済
振
興
部
長
　
へ
い
死
し
た
養

殖
魚
が
約
43
万
尾
、
被
害
額
の
推

定
で
2
億
7
千
万
円
、
被
害
の

あ
っ
た
養
殖
業
者
の
ほ
う
が
10
件

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

髙
橋
　
市
の
対
応
お
よ
び
支
援
内

容
は
。
ま
た
、
市
長
が
県
に
対
し

関
係
市
町
村
の
長
と
陳
情
に
行
か

れ
た
が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

経
済
振
興
部
長
　
事
業
者
か
ら
、

へ
い
死
魚
処
理
に
苦
慮
し
て
い
る

と
の
相
談
を
受
け
、
天
草
市
と
連

携
し
対
応
策
の
調
整
を
行
っ
た
が
、

全
て
の
事
業
者
が
自
ら
処
分
さ
れ

た
た
め
、
今
回
、
市
の
対
応
は
不

要
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
支
援

に
向
け
、
特
に
被
害
が
大
き
か
っ

た
龍
ヶ
岳
地
区
の
関
係
者
の
方
々

に
意
見
を
伺
い
、
コ
ロ
ナ
の
ダ

メ
ー
ジ
に
よ
る
売
り
上
げ
減
少
や
、

コ
ロ
ナ
対
応
資
金
の
返
済
が
始
ま

る
中
、
共
済
の
補
填
だ
け
で
は
、

資
金
繰
り
に
窮
す
る
と
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

熊
本
県
海
水
養
殖
組
合
か
ら
県
に

要
望
書
を
提
出
さ
れ
る
際
、
市
長

が
同
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
9
月

14
日
に
は
、
天
草
市
、
津
奈
木
町
、

芦
北
町
お
よ
び
本
市
に
お
い
て
、

県
知
事
お
よ
び
県
議
会
議
長
へ
要

望
書
を
提
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

県
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
9
月
議

会
中
に
支
援
策
を
追
加
上
程
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
伺
っ
て
お
り
ま

す
。
市
と
し
て
も
、
早
急
に
対
策

を
取
り
ま
と
め
、
専
決
処
分
で
対

応
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
長
　
事
業
を
継
続
す
る
た
め
の

運
転
資
金
の
調
達
と
利
子
補
給
等

も
含
め
て
、
国
、
県
と
の
負
担
割

合
等
の
協
議
を
や
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
、
共
済
制
度
も
今
の
生
産
体

制
と
は
実
情
が
合
っ
て
い
な
い
部

分
が
あ
り
、
見
直
し
に
つ
い
て
も

県
の
ほ
う
に
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ

で
す
。
中
長
期
と
し
て
考
え
る
と
、

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
解
明
を
し
、
リ
ス
ク
の
少
な

い
海
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
調
査
の
形
等
、
今
後

の
課
題
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

お
り
ま
す
。

髙
橋
　
今
後
も
、
地
球
温
暖
化
や

異
常
気
象
の
影
響
か
ら
様
々
な
環

境
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
海
を

象
徴
的
、
普
遍
的
な
資
源
と
位
置

づ
け
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し

て
選
定
さ
れ
た
本
市
の
方
針
や
取

組
は
。

市
長
　
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
自

治
体
で
す
の
で
、
海
と
の
関
わ
り

方
が
重
要
な
テ
ー
マ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
主
だ
っ
た
事
業
と
し
て
、

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
削
減
す
る
、

海
藻
を
活
用
し
た
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ

ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業
に
取
り
組
ん

で
行
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

赤
潮
被
害
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

方
々
に
対
し
、
海
の
環
境
の
啓
発

活
動
等
に
取
り
組
ん
で
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

塩
田
　
松
島
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー

を
中
継
施
設
に
改
修
す
る
計
画
に

つ
い
て
、
天
草
市
議
会
で
は
、
上

天
草
市
は
中
継
施
設
を
整
備
す
る

よ
り
、
新
ご
み
処
理
施
設
へ
直
送

し
た
方
が
安
い
上
に
、
今
の
ご
み

処
理
経
費
よ
り
、
令
和
9
年
度
以

降
負
担
が
増
え
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
上
天
草
市
議

会
臨
時
会
で
は
説
明
が
な
か
っ
た
。

今
後
、
経
費
負
担
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
説
明
を
し
て
い
く
予
定

だ
っ
た
の
か
。

市
民
生
活
部
長
　
本
市
の
ご
み
処

理
に
関
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

天
草
広
域
連
合
が
作
成
し
た
資
料

に
よ
る
と
、
平
成
30
年
度
か
ら
令

和
2
年
度
ま
で
の
3
か
年
平
均
総

額
は
、
3
億
5
7
7
9
万
2
千
円
。

令
和
9
年
度
以
降
の
試
算
で
は
、

3
億
8
8
5
8
万
3
千
円
と
な
り
、

年
間
約
3
0
8
0
万
円
程
度
の
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
市

臨
時
会
で
は
、
現
在
の
ご
み
処
理

経
費
と
比
べ
、
本
市
の
み
費
用
負

担
が
増
え
る
こ
と
を
丁
寧
に
説
明

す
べ
き
で
あ
り
、
説
明
不
足
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

塩
田
　
建
設
費
の
試
算
は
で
き
て

い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長
　
建
設
費
全
体
を

1
2
0
億
円
で
見
た
場
合
、
本
市

の
負
担
予
定
額
は
28
億
3
4
3
5

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
構
成
率
と

し
て
は
、
23
・
62
％
と
な
り
ま
す
。

塩
田
　
新
ご
み
処
理
施
設
の
整
備

に
向
け
、
天
草
圏
域
全
体
と
し
て
、

ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
市
は
令
和

9
年
度
ま
で
に
、
ご
み
の
量
を

7
％
減
量
す
る
必
要
が
あ
る
。
ご

み
の
減
量
化
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
取
組
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

市
民
生
活
部
長
　
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
ご
み
の

発
生
抑
制
、
再
利
用
の
促
進
、
リ

サ
イ
ク
ル
お
よ
び
不
法
投
棄
、
野

焼
き
の
防
止
な
ど
、
数
値
目
標
を

設
定
の
上
、
ご
み
の
減
量
化
、
適

正
処
理
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
広
報
誌
へ
の
啓
発
記
事
の

掲
載
や
生
ご
み
処
理
機
購
入
に
対

す
る
補
助
金
の
交
付
等
の
取
組
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

塩
田
　
今
後
、
大
き
な
予
算
が
必

要
と
な
る
案
件
で
も
あ
る
た
め
、

市
長
は
じ
め
執
行
部
、
ま
た
、

我
々
議
会
と
し
て
も
市
の
プ
ラ
ス

に
な
る
よ
う
、
真
剣
に
議
論
を
し

て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。
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、
普
遍
的
な
資
源
と
位
置

づ
け
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し

て
選
定
さ
れ
た
本
市
の
方
針
や
取

組
は
。

市
長
　
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
自

治
体
で
す
の
で
、
海
と
の
関
わ
り

方
が
重
要
な
テ
ー
マ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
主
だ
っ
た
事
業
と
し
て
、

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
削
減
す
る
、

海
藻
を
活
用
し
た
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ

ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業
に
取
り
組
ん

で
行
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

赤
潮
被
害
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

方
々
に
対
し
、
海
の
環
境
の
啓
発

活
動
等
に
取
り
組
ん
で
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

塩
田
　
松
島
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー

を
中
継
施
設
に
改
修
す
る
計
画
に

つ
い
て
、
天
草
市
議
会
で
は
、
上

天
草
市
は
中
継
施
設
を
整
備
す
る

よ
り
、
新
ご
み
処
理
施
設
へ
直
送

し
た
方
が
安
い
上
に
、
今
の
ご
み

処
理
経
費
よ
り
、
令
和
9
年
度
以

降
負
担
が
増
え
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
上
天
草
市
議

会
臨
時
会
で
は
説
明
が
な
か
っ
た
。

今
後
、
経
費
負
担
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
説
明
を
し
て
い
く
予
定

だ
っ
た
の
か
。

市
民
生
活
部
長
　
本
市
の
ご
み
処

理
に
関
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

天
草
広
域
連
合
が
作
成
し
た
資
料

に
よ
る
と
、
平
成
30
年
度
か
ら
令

和
2
年
度
ま
で
の
3
か
年
平
均
総

額
は
、
3
億
5
7
7
9
万
2
千
円
。

令
和
9
年
度
以
降
の
試
算
で
は
、

3
億
8
8
5
8
万
3
千
円
と
な
り
、

年
間
約
3
0
8
0
万
円
程
度
の
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
市

臨
時
会
で
は
、
現
在
の
ご
み
処
理

経
費
と
比
べ
、
本
市
の
み
費
用
負

担
が
増
え
る
こ
と
を
丁
寧
に
説
明

す
べ
き
で
あ
り
、
説
明
不
足
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

塩
田
　
建
設
費
の
試
算
は
で
き
て

い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長
　
建
設
費
全
体
を

1
2
0
億
円
で
見
た
場
合
、
本
市

の
負
担
予
定
額
は
28
億
3
4
3
5

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
構
成
率
と

し
て
は
、
23
・
62
％
と
な
り
ま
す
。

塩
田
　
新
ご
み
処
理
施
設
の
整
備

に
向
け
、
天
草
圏
域
全
体
と
し
て
、

ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
市
は
令
和

9
年
度
ま
で
に
、
ご
み
の
量
を

7
％
減
量
す
る
必
要
が
あ
る
。
ご

み
の
減
量
化
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
取
組
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

市
民
生
活
部
長
　
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
ご
み
の

発
生
抑
制
、
再
利
用
の
促
進
、
リ

サ
イ
ク
ル
お
よ
び
不
法
投
棄
、
野

焼
き
の
防
止
な
ど
、
数
値
目
標
を

設
定
の
上
、
ご
み
の
減
量
化
、
適

正
処
理
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
広
報
誌
へ
の
啓
発
記
事
の

掲
載
や
生
ご
み
処
理
機
購
入
に
対

す
る
補
助
金
の
交
付
等
の
取
組
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

塩
田
　
今
後
、
大
き
な
予
算
が
必

要
と
な
る
案
件
で
も
あ
る
た
め
、

市
長
は
じ
め
執
行
部
、
ま
た
、

我
々
議
会
と
し
て
も
市
の
プ
ラ
ス

に
な
る
よ
う
、
真
剣
に
議
論
を
し

て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。
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宮下　昌子 議員

宮
下
　
来
年
10
月
か
ら
公
共
交
通

の
見
直
し
で
、
上
島
地
区
で
乗
合

タ
ク
シ
ー
へ
の
移
行
を
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、
見
直
し
の
理
由
は
。
　

企
画
政
策
部
長
　
バ
ス
の
利
用
者

が
低
迷
し
て
お
り
、
減
便
等
の
見

直
し
を
し
て
い
る
も
の
の
、
バ
ス

事
業
者
へ
の
補
助
金
は
増
加
傾
向

で
、
近
年
は
１
億
１
千
万
円
程
度

で
推
移
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
運

行
単
価
も
上
昇
し
て
い
く
と
想
定

さ
れ
、
路
線
バ
ス
の
廃
止
や
減
便
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
の
準
備
調

整
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

宮
下
　
区
長
へ
の
説
明
も
さ
れ
て

い
る
が
、
意
見
な
ど
届
い
て
い
る

の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
乗
合
タ
ク
シ
ー

へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
便
数
に

対
し
て
の
ご
意
見
は
あ
り
ま
し
た

が
、
反
対
の
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の

対
応
が
で
き
る
こ
と
を
説
明
し
、

ご
理
解
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

対
象
行
政
区
の
住
民
に
対
し
て
は
、

８
月
に
班
回
覧
を
活
用
し
て
周
知

を
行
っ
て
い
ま
す
。

宮
下
　
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
移
行
し

た
場
合
、
土
日
は
運
休
と
な
り
、

不
便
に
な
る
が
ど
う
考
え
て
お
ら

れ
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
病
院
の
休
み
等

で
ほ
と
ん
ど
利
用
者
が
い
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
土
日
の

運
行
は
し
な
い
と
い
う
事
で
調
整

し
て
い
ま
す
。

宮
下
　
病
院
だ
け
で
は
な
く
買
い

物
な
ど
も
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う

考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
近
く
の
方
に
乗

せ
て
も
ら
っ
た
り
、
家
族
の
車
を

利
用
さ
れ
た
り
、
ま
た
、
タ
ク

シ
ー
運
営
会
社
と
の
調
整
も
土
日

は
運
行
し
な
い
よ
う
な
方
向
で
調

整
を
し
て
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

宮
下
　
市
外
の
方
は
、
ど
う
い
う

方
法
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
利
用
さ
れ
る
際

は
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
、
市
外

の
方
の
利
用
に
つ
い
て
の
周
知
方

法
は
、
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宮
下
　
土
日
運
休
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
が
少
な
く
て
も
困
る
方
は

お
ら
れ
る
。
も
う
少
し
、
検
討
し

て
欲
し
い
。

公共交通の見直しと乗合タクシーへ
の移行の理由はＱ
Ａ 利用者の低迷と運行単価が上昇
していくと想定されるため

10月臨時会 令和4年10月21日（金）に臨時会が開催され、補正予算
1件、その他2件を審議し、すべての議案を原案のとおり
可決しました。

10月臨時会

賛 否 表 議案の賛否について、下記のとおり公表します。

議案
番号

議案名 結果 表決数
北
垣

　洋

井
手
口
隆
光

木
下
文
宣

何
川

　誠

塩
田
真
一

嶋
元
秀
司

田
中
辰
夫

何
川
雅
彦

宮
下
昌
子

西
本
輝
幸

髙
橋

　健

小
西
涼
司

新
宅
靖
司

津
留
和
子

田
中
万
里

桑
原
千
知

議　案
第63号

令和4年度上天草市一般会
計補正予算（第9号） 可決 15-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

議　案
第64号

和解及び損害賠償額の決定
について 可決 15-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

議　案
第65号

和解及び損害賠償額の決定
について 可決 15-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

〇賛成　●反対　／欠席　－議長は除く

補正予算（主なもの）補正予算（主なもの）
電力・ガス・食料品等高騰緊急
支援給付金 2億5千万円　
　令和４年度分の住民税均等割が非課
税である世帯および令和４年１月以降
の家計急変世帯に対し新たに給付金を
支給するもの。

スパ・タラソ天草管理事業
 1,728万6千円　
　スパ・タラソ天草のレストラン営業
および施設の管理運営の適正化を図る
ため、１階レストラン側空調機（室外
機および室内機）の取替修繕を行うもの。

4億3,215万8千円を追加4億3,215万8千円を追加
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　広報委員会では、議会だより「えがお」に対する皆さまのご意
見・ご感想を募集します。
　皆さまのご意見等を参考に、市議会をより身近に感じていただけ
るよう、紙面のさらなる充実をめざしますので、よろしくお願いし
ます。
■応募方法　 ハガキ、封書、メール、ファックスによりお送りくだ

さい。
■記入事項　①住所　②氏名　③電話番号　④ご意見・ご感想
■宛　　先　〒869-3692　上天草市大矢野町上1514
　　　　　　上天草市議会事務局
　　　　　　FAX：0964-56-4936
　　　　　　E-mail：gikai@city.kamiamakusa.lg.jp
■お問い合わせ先　上天草市議会事務局　TEL：0964-26-5536

ご意見・ご感想を募集します

議会の主な動き
８月
　　17日　熊本県市議会議員研修会
　　18日　天草地域国県道路整備促進期成会総会

９月
　　　1日～22日
　　　　市議会第６回定例会

10月
　　　1日　八代・天草シーライン構想推進大会
　　　５日～６日
　　　　国会要望活動・政策勉強会 
　　12日～13日
　　　　熊本県市議会議長会（人吉市）
　　1５日　島原・天草・長島架橋構想及び九

州西岸軸構想推進地方大会
　　21日　市議会第７回臨時会
　　22日　熊本天草幹線道路天草島民大会
　　27日～28日
　　　　九州市議会議長会（佐賀県伊万里市）

要望および政策勉強会を実施
　１０月５日、６日の２日間、上天草市議団の13名は、東京都の議員会館を訪問し、国会
議員へ要望活動を行うとともに国交省より講師を迎え、①ＰＰＰ／ＰＦＩ②都市空間情報デ
ジタル基盤構築支援事業について政策勉強会を実施しました。要望事項は、上天草市の冠水
被害に関することを重点項目とし、金子衆議院議員、西野衆議院議員、松村参議院議員、馬
場参議院議員に対し要望書を提出しました。

▲金子恭之衆議院議員事務所にて ▲西野太亮衆議院議員事務所にて

表紙紹介
　10月22日（土）に龍ヶ岳保育園で
運動会が開催されました。かけっこに
遊戯など、子どもたちの真剣なまなざ
しとキラキラ笑顔が印象的でした。写
真は年長児クラスによる『ソーラン
節』の決めポーズです。カッコいい！



14 2022 上天草市議会だより
kamiamakusa municipal assembly

　広報委員会では、議会だより「えがお」に対する皆さまのご意
見・ご感想を募集します。
　皆さまのご意見等を参考に、市議会をより身近に感じていただけ
るよう、紙面のさらなる充実をめざしますので、よろしくお願いし
ます。
■応募方法　 ハガキ、封書、メール、ファックスによりお送りくだ

さい。
■記入事項　①住所　②氏名　③電話番号　④ご意見・ご感想
■宛　　先　〒869-3692　上天草市大矢野町上1514
　　　　　　上天草市議会事務局
　　　　　　FAX：0964-56-4936
　　　　　　E-mail：gikai@city.kamiamakusa.lg.jp
■お問い合わせ先　上天草市議会事務局　TEL：0964-26-5536

ご意見・ご感想を募集します

議会の主な動き
８月
　　17日　熊本県市議会議員研修会
　　18日　天草地域国県道路整備促進期成会総会

９月
　　　1日～22日
　　　　市議会第６回定例会

10月
　　　1日　八代・天草シーライン構想推進大会
　　　５日～６日
　　　　国会要望活動・政策勉強会 
　　12日～13日
　　　　熊本県市議会議長会（人吉市）
　　1５日　島原・天草・長島架橋構想及び九

州西岸軸構想推進地方大会
　　21日　市議会第７回臨時会
　　22日　熊本天草幹線道路天草島民大会
　　27日～28日
　　　　九州市議会議長会（佐賀県伊万里市）

要望および政策勉強会を実施
　１０月５日、６日の２日間、上天草市議団の13名は、東京都の議員会館を訪問し、国会
議員へ要望活動を行うとともに国交省より講師を迎え、①ＰＰＰ／ＰＦＩ②都市空間情報デ
ジタル基盤構築支援事業について政策勉強会を実施しました。要望事項は、上天草市の冠水
被害に関することを重点項目とし、金子衆議院議員、西野衆議院議員、松村参議院議員、馬
場参議院議員に対し要望書を提出しました。

▲金子恭之衆議院議員事務所にて ▲西野太亮衆議院議員事務所にて

表紙紹介
　10月22日（土）に龍ヶ岳保育園で
運動会が開催されました。かけっこに
遊戯など、子どもたちの真剣なまなざ
しとキラキラ笑顔が印象的でした。写
真は年長児クラスによる『ソーラン
節』の決めポーズです。カッコいい！



152022 上天草市議会だより
kamiamakusa municipal assembly

ﾎ
ｰ
ﾑ
ペ
ｰ
ジ

http://w
w
w
.city.kam

iam
akusa.kum

am
oto.jp

上
天
草
市
議
会
だ
よ
り　
え
が
お
　
第
47号

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
4年
11月

15日
発
行

発
行
／
上
天
草
市
議
会

編
集
／
上
天
草
市
議
会
　広
報
編
集
委
員
会
　TEL.0964-26-5536（

直
通
）

編
集
後
記

　
秋
を
表
す
言
葉
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

『
芸
術
の
秋
』
に
つ
い
て
語
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
今
年
、
大
矢
野
町
と
姫
戸
町
で
は
『
文
化

祭
』
が
３
年
振
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
で
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
。

　
舞
台
で
は
、
社
交
ダ
ン
ス
や
フ
ラ
、
舞
踊
、

コ
ー
ラ
ス
な
ど
、
皆
さ
ん
笑
顔
で
生
き
生
き

と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
展
示
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
書
道
、
陶
芸
、
編
み
物
、
生
花

な
ど
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
で
素
晴
ら
し
い

作
品
が
並
び
、
癒
し
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
２
年
あ
ま
り
、『
コ
ロ
ナ
』
が
私
た

ち
の
楽
し
み
な
ど
色
々
な
も
の
を
奪
い
ま
し

た
。
感
染
対
策
と
自
粛
、
い
つ
ま
で
続
く
の

で
し
ょ
う
か
？
　
特
に
心
配
な
の
は
、
子
ど

も
達
で
す
。
大
き
な
声
で
歌
っ
た
り
話
し
た

り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
給
食
も
食
べ
て

ほ
し
い
。
早
く
、
議
会
も
傍
聴
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
良
い
で
す
ね
。
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催
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ど
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